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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている１つ以上のコンピュー
ティング・デバイスが、複数のノードと、前記ノード同士をつなげる複数のエッジとを備
えるソーシャル・グラフを維持する維持工程であって、前記ノードは、
　　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザに各々が関連付けられている
複数のユーザ・ノードと、
　　各々が概念に関連付けられている複数の概念ノードであって、１つ以上の概念ノード
の各々は、対応する位置に関連付けられている、概念ノードと、を備える、前記維持工程
と、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている前記１つ以上のコ
ンピューティング・デバイスが、ソーシャル情報を求める要求をするユーザに関連付けら
れているコンピューティング・デバイスから要求を受信する受信工程であって、前記要求
が、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスの位置と
、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスの配向と、
要求をする前記ユーザに関する識別子とを含む、前記受信工程と、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている前記１つ以上のコ
ンピューティング・デバイスが、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピュー
ティング・デバイスのしきい値距離内の対応する位置に関連付けられている前記１つ以上
の概念ノードの各々に関する関連性スコアを決定する決定工程であって、前記関連性スコ
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アは、前記要求と、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デ
バイスのしきい値距離内の対応する位置を伴う前記１つ以上の概念ノードの各々に関する
時間値であって、前記時間値は、現在時刻が前記概念ノードに割り当てられている配信時
間範囲内に存在するか否かに基づく、時間値と、前記ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムによって維持されている、要求をする前記ユーザに関連付けられているソーシャル
・ネットワーキング情報と、前記概念ノードに関連付けられている対応する前記位置とに
基づき、決定される、前記決定工程と、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている前記１つ以上のコ
ンピューティング・デバイスが、前記関連性スコアに基づいて、要求をする前記ユーザに
関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値距離内の概念ノードのうち
の少なくとも１つに関連付けられているソーシャル・ネットワーキング情報を、要求をす
る前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値距離内の１
つ以上の前記概念ノードに関連付けられている少なくとも１つの位置のライブ・ビデオ画
像とともに、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイス
に表示させる工程と
　を備える方法。
【請求項２】
　要求をする前記ユーザに関連付けられている前記コンピューティング・デバイスが、画
面、ヘッドアップ・ディスプレイ、カメラ、ジャイロスコープ、コンパス、またはそれら
の任意の組合せを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ソーシャル・ネットワーキング情報が、
　１つ以上のカテゴリーによって、要求をする前記ユーザに関する親密度情報と、
　要求をする前記ユーザと前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの複数の他のユ
ーザとの間の複数のつながりと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定工程が、前記関連性スコアを決定するために、位置値と、関心値と、つながり
値と、時間値とを組み合わせる工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記決定工程が、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デ
バイスのしきい値距離内の対応する位置を伴う１つ以上の概念ノードの各々に関する位置
値を決定する工程を含み、該位置値は、（１）前記概念ノードに関連付けられている前記
位置と、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスの前
記位置との間の近接性、（２）要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューテ
ィング・デバイスの前記配向、または（３）それらの任意の組合せに基づく、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記決定工程が、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デ
バイスのしきい値距離内の対応する位置を伴う１つ以上の概念ノードの各々に関する関心
値を決定する工程を含み、該関心値は、前記概念ノードに関連付けられているカテゴリー
が要求をする前記ユーザに関する親密度情報に関連付けられている前記１つ以上のカテゴ
リーに含まれるか否かに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定工程が、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デ
バイスのしきい値距離内の対応する位置を伴う１つ以上の概念ノードの各々に関するつな
がり値を決定する工程を含み、該つながり値は、前記概念ノードに対する、要求をする前
記ユーザのつながりの数に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記概念ノードに割り当てられている配信時間範囲が前記配信時間範囲に関連付けられ
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ている行動を有し、前記行動が要求をする前記ユーザによって実行される、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記概念ノードに割り当てられている配信時間範囲は、前記概念ノードが要求をする前
記ユーザによって受信されるのに適しているか否かを示している、請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスの位置を含
む位置情報を受信する工程をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記位置情報が所定の間隔により前記コンピューティング・デバイスから受信される、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ソーシャル・グラフのノードに対する要求をする前記ユーザの露出を記憶する工程
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記概念ノードのうちの少なくとも１つに対する、要求をする前記ユーザの露出に基づ
いて、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしき
い値距離内の対応する位置を伴う概念ノードのうちの前記少なくとも１つの前記関連性ス
コアを調整する工程をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記概念ノードを該概念ノードの関連性スコアによってランク付けする工程をさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値
距離内の前記概念ノードのうちの少なくとも１つとの関連付けにより、要求をする前記ユ
ーザによる行動を示す指示を受信する工程と、
　前記指示に応じて、前記ソーシャル・グラフを更新する工程と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ソーシャル・グラフの前記１つ以上のノードが、第三者によって提供されている情
報、前記ソーシャル・ネットワーキング・システムとのユーザの対話に関する情報、また
はそれらの任意の組合せを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　実行時に、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている１つ以上のコンピュー
ティング・デバイスが、複数のノードと、前記ノード同士をつなげる複数のエッジとを備
えるソーシャル・グラフを維持する維持工程であって、前記ノードは、
　　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザに各々が関連付けられている
複数のユーザ・ノードと、
　　各々が概念に関連付けられている複数の概念ノードであって、１つ以上の前記概念ノ
ードの各々は、対応する位置に関連付けられている、概念ノードと、を備える、前記維持
工程と、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている前記１つ以上のコ
ンピューティング・デバイスが、ソーシャル情報を求める要求をするユーザに関連付けら
れているコンピューティング・デバイスから要求を受信する受信工程であって、前記要求
が、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスの位置と
、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスの配向と、
要求をする前記ユーザに関する識別子とを含む、前記受信工程と、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている前記１つ以上のコ
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ンピューティング・デバイスが、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピュー
ティング・デバイスのしきい値距離内の対応する位置に関連付けられている前記１つ以上
の概念ノードの各々に関する関連性スコアを決定する決定工程であって、前記関連性スコ
アは、前記要求と、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デ
バイスのしきい値距離内の対応する位置を伴う前記１つ以上の概念ノードの各々に関する
時間値であって、前記時間値は、現在時刻が前記概念ノードに割り当てられている配信時
間範囲内に存在するか否かに基づく、時間値と、前記ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムによって維持されている、要求をする前記ユーザに関連付けられているソーシャル
・ネットワーキング情報と、近接する前記概念ノードに関連付けられている対応する前記
位置とに基づき、決定される、前記決定工程と、
　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている前記１つ以上のコ
ンピューティング・デバイスが、前記関連性スコアに基づいて、要求をする前記ユーザに
関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値距離内の概念ノードのうち
の少なくとも１つに関連付けられているソーシャル・ネットワーキング情報を、要求をす
る前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値距離内の１
つ以上の前記概念ノードに関連付けられている少なくとも１つの位置のライブ・ビデオ画
像とともに、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイス
に表示させる工程と
　を行うように動作可能なソフトウェアを具現化する、１つ以上のコンピュータ可読非一
時的記憶媒体。
【請求項１８】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている１つ以上のプロセッサ
と、
　前記プロセッサによって実行可能な命令を含み前記プロセッサに結合されているメモリ
と
　を備える
　ソーシャル・ネットワーキング・システムであって、前記プロセッサが、前記命令の実
行時に、
　複数のノードと、前記ノード同士をつなげる複数のエッジとを備えるソーシャル・グラ
フを維持する維持工程であって、前記ノードは、
　　前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザに各々が関連付けられている
複数のユーザ・ノードと、
　　各々が概念に関連付けられている複数の概念ノードであって、１つ以上の概念ノード
の各々は、対応する位置に関連付けられている、概念ノードと、を備える、前記維持工程
と、
　ソーシャル情報を求める要求をするユーザに関連付けられているコンピューティング・
デバイスから要求を受信する受信工程であって、前記要求が、要求をする前記ユーザに関
連付けられているコンピューティング・デバイスの位置と、要求をする前記ユーザに関連
付けられているコンピューティング・デバイスの配向と、要求をする前記ユーザに関する
識別子とを含む、前記受信工程と、
　要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値
距離内の対応する位置に関連付けられている前記１つ以上の概念ノードの各々に関する関
連性スコアを決定する決定工程であって、前記関連性スコアは、前記要求と、要求をする
前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値距離内の対応
する位置を伴う前記１つ以上の概念ノードの各々に関する時間値であって、前記時間値は
、現在時刻が前記概念ノードに割り当てられている配信時間範囲内に存在するか否かに基
づく、時間値と、前記ソーシャル・ネットワーキング・システムによって維持されている
、要求をする前記ユーザに関連付けられているソーシャル・ネットワーキング情報と、前
記概念ノードに関連付けられている対応する前記位置とに基づき、決定される、前記決定
工程と、
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　前記関連性スコアに基づいて、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピュー
ティング・デバイスのしきい値距離内の概念ノードのうちの少なくとも１つに関連付けら
れているソーシャル・ネットワーキング情報を、要求をする前記ユーザに関連付けられて
いるコンピューティング・デバイスのしきい値距離内の１つ以上の前記概念ノードに関連
付けられている少なくとも１つの位置のライブ・ビデオ画像とともに、要求をする前記ユ
ーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスに表示させる工程と
　を行うように動作可能な、ソーシャル・ネットワーキング・システム。
【請求項１９】
　要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイスのしきい値
距離内の少なくとも１つの概念ノードに関連付けられている前記ソーシャル・ネットワー
キング情報が、要求をする前記ユーザに関連付けられているコンピューティング・デバイ
スに提供される、請求項１８に記載のソーシャル・ネットワーキング・システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、ソーシャル・ネットワーキング情報に関し、詳細には、位置に関連
付けられたソーシャル・ネットワーキング情報に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャル・ネットワーキング・ウェブサイトを含み得るソーシャル・ネットワーキン
グ・システムは、ユーザ（人物または組織など）がそのシステムと対話することと、その
システムを介して互いと対話することとを可能にし得る。ソーシャル・ネットワーキング
・システムは、ユーザからの入力を用いて、ユーザに関連付けられたユーザ・プロファイ
ルを作成して、それをソーシャル・ネットワーキング・システムに記憶することができる
。ユーザ・プロファイルは、人口統計情報と、通信チャネル情報と、ユーザの個人的な関
心に関する情報とを含み得る。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザから
の入力を用いて、ソーシャル・ネットワーキング・システムの他のユーザとのそのユーザ
の関係の記録を作成及び記憶することや、ユーザ同士の間の社会的な対話を可能とするた
めにサービス（例えば、ウォール投稿、写真共有、イベント企画、メッセージング、ゲー
ム、または広告）を提供することも可能である。ソーシャル・ネットワーキング・システ
ムは、１つ以上のネットワークを介して、そのサービスに関係するコンテンツまたはメッ
セージをユーザのモバイル・コンピューティング・デバイスまたは他のコンピューティン
グ・デバイスに送信することができる。ユーザは、ユーザのユーザ・プロファイルと、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム内の他のデータとにアクセスするために、ユーザ
のモバイル・コンピューティング・デバイス上または他のコンピューティング・デバイス
上にソフトウェア・アプリケーションをインストールすることも可能である。
【０００３】
　スマートフォン、タブレット・コンピュータ、またはラップトップ・コンピュータなど
、モバイル・コンピューティング・デバイスは、ＧＰＳ受信機、コンパス、またはジャイ
ロスコープなど、その位置、方角、または配向を決定するための機能を含み得る。そのよ
うなデバイスは、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）通信、近距離通信（ＮＦＣ）、もしく
は赤外線（ＩＲ）通信、または無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）もしく
はセルラ電話ネットワークとの通信など、無線通信のための機能を含むことも可能である
。そのようなデバイスは、１つ以上のカメラ、スキャナ、タッチ画面、マイクロフォン、
またはスピーカを含むことも可能である。モバイル・コンピューティング・デバイスは、
ゲーム、ウェブ・ブラウザ、またはソーシャル・ネットワーキング・アプリケーションな
ど、ソフトウェア・アプリケーションを実行することも可能である。ソーシャル・ネット
ワーキング・アプリケーションを用いて、ユーザは、そのソーシャル・ネットワークにお
いて、他のユーザとつながること、他のユーザに通信すること、および他のユーザと情報
を共有することができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】ユーザの実世界物理環境の画像をオーバレイするソーシャル・ネットワーキング
情報の例を示す例示的なワイヤフレームの図。
【図２】特定の実施形態による、例示的な方法の流れ図。
【図３】特定の実施形態による、プロセスの対話図。
【図４】例示的なソーシャル・グラフのブロック図。
【図５】ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられた例示的なネットワー
ク環境のブロック図。
【図６】例示的なコンピュータ・システムのブロック図。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　特定の実施形態では、物理的空間の画像がソーシャル・ネットワーキング情報とともに
表示される。物理的空間における位置は、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関
連付けられたソーシャル・グラフにおけるノードに関連付けられることが可能である。そ
のような位置に関連付けられたノードに関連付けられたソーシャル・ネットワーキング情
報は、画像とともに表示され得る。ユーザは、ソーシャル・グラフにおけるノードに関連
付けられている物理的空間における位置に関して行動を起こすこと、例えば、「「いいね
」を表明する（Ｌｉｋｅ）」ことも可能である。近接ノードと、関連するコンテンツとの
選択は、ユーザ・コンテンツに対する関連性をスコアリングすることに基づくことが可能
であり、ランク付けされた順序で提示され得る。
【０００６】
　例示的な実施形態
　図１は、ユーザのスマートフォンによって取り込まれるユーザの実世界物理環境のライ
ブ・ビデオ画像をオーバレイするソーシャル・ネットワーキング情報の例を示す例示的な
ワイヤフレームである。ソーシャル・ネットワーキング情報は、近接位置に割り当てられ
るソーシャル・グラフにおけるノードに関連付けられている。特定の実施形態では、スマ
ートフォン１００は、表示画面１０５とカメラ１１０とを含む。カメラ１１０は、ビデオ
画像、静止画像、またはそれらの両方を取り込むことが可能な場合がある。スマートフォ
ン１００は、セル・ネットワークまたはＷｉ－Ｆｉ（登録商標）など、通信ネットワーク
によって、ソーシャル・ネットワーキング・システムに接続することが可能な場合がある
。ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられたネットワーク環境の特定の
実施形態は、図５および本明細書の関係文章においてより詳細に説明される。スマートフ
ォン１００は、ＧＰＳを介してスマートフォン１００自体の位置を検出することが可能な
場合がある。スマートフォン１００は、スマートフォン１００がカメラ１１０に関しどの
方角を指すかを検出するコンパスを含むことも可能である。スマートフォン１００は、ス
マートフォン１００の配向（例えば、スマートフォン１００が上方に傾けられているか、
もしくは下方に傾けられているか、または水平に向けられているか）を検出するジャイロ
メータを含むことも可能である。本発明の実施形態は、スマートフォンから要求を受信す
ることまたはスマートフォンに情報を送信することに限定されないことと、図６および本
明細書の関係文章において説明されるように、他のタイプのコンピューティング・デバイ
スに関連して実行され得ることとが、当業者によって認識される。
【０００７】
　スマートフォン１００に関連付けられたユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムの会員の場合があり、そのソーシャル・ネットワーキング・システムにおいて、デ
バイス・ユーザのプロファイルと、つながり（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）情報と、コンテン
ツの関連付けとが維持される。ユーザは、ソーシャル・グラフにおけるユーザ・ノードに
よって表されることが可能である。ユーザの友達も、ソーシャル・グラフにおけるユーザ
・ノードによって表されていてよく、１つ以上の分離程度を表すソーシャル・グラフにお
けるエッジによって、そのユーザにつなげられる。ユーザが関連付けられるコンテンツは
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、ソーシャル・グラフにおける概念ノードによって表されることが可能である。ソーシャ
ル・グラフの特定の実施形態は、図４および本明細書の関係文章でさらに詳細に説明され
る。
【０００８】
　図１の例示的なワイヤフレームでは、スマートフォン１００を保持しているユーザは、
カメラ１１０を使用して、通りの両側の店舗を含めて、繁華街通りのライブ・ビデオを取
り込む。ソーシャル・グラフにおける概念ノードによって、これらの店舗のうちの少なく
とも４つが表され、それらの概念ノードの各々は位置に関連付けられている。
【０００９】
　スマートフォン１００がライブ・ビデオを取り込むと、スマートフォン１００からの要
求がソーシャル・ネットワーキング・システムにおいて受信され、その要求は、カメラが
指している方角に関して、その位置に関係するソーシャル・ネットワーキング情報に対す
るものである。ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられたコンピュータ
・サーバは、近接ノードのうちの４つがユーザに関連すると決定して、それらの近接ノー
ドをランク付けする。図１に示す例では：
　位置Ａは、関連付けられているウェブサイトを用いて概念ノードによってソーシャル・
グラフにおいて表されている店舗である。ユーザの友達のうちの１０人がザ・ガジェット
・ギーク・ストア（Ｔｈｅ　Ｇａｄｇｅｔ　Ｇｅｅｋ　Ｓｔｏｒｅ）に対して「いいね」
を表明した。ユーザに対する位置Ａの近接性と、この位置に関して親密度を示した密接な
つながりの数が多いことと、ユーザ自身が示したガジェットへの関心とにより、位置Ａは
関連すると見なされて、最高にランク付けされた。
【００１０】
　位置Ｂは、関連付けられているウェブサイトを用いて概念ノードによってソーシャル・
グラフにおいて表されている店舗である。ユーザの友達のうちの１人がこの位置に先ほど
（１時間前に）チェックインして、コメント「シャビー・シック・ファニチャ（Ｓｈａｂ
ｂｙ　Ｃｈｉｃ　Ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ）で７５％特売！」を投稿した。ユーザに対する位
置Ｂの近接性と、ユーザの友達による投稿が先ほど行われたこととにより、位置Ｂは関連
すると見なされて、２番目に高くランク付けされた。
【００１１】
　位置Ｃは、概念ノードによってソーシャル・グラフにおいて表されている店舗である。
この店舗（セルフォンズ・ア・ゴーゴー（Ｃｅｌｌｐｈｏｎｅｓ－Ａ－Ｇｏ－Ｇｏ））は
、現在、集中的な広告プログラム（「ファミリー・プランにより２つ目の電話が無料！」
）を設けた販売促進を行っている。ユーザに対する位置Ｃの近接性と、ユーザが最近その
状況を「既婚」に変更したという事実とから、位置Ｃは、関連すると見なされて、３番目
に高くランク付けされた。
【００１２】
　位置Ｄは、ユーザの友達がその位置に関連する写真を撮影し、次いで、その写真中の彼
らの顔を選択することによって、そのユーザと２人の他の人物とをタグ付けした地理的位
置である。ユーザに対する位置Ｄの近接性と、この位置に関連付けられたコンテンツにユ
ーザが関連付けられたという事実とから、位置Ｄは関連すると見なされて、４番目に高く
ランク付けされた。
【００１３】
　図１に示すように、画像上にソーシャル・ネットワーキング情報のオーバレイを生成す
る際に伴われる工程は、図２および本明細書の関係文章においてさらに詳細に説明される
。
【００１４】
　図２は、実世界環境の画像とともにソーシャル・ネットワーキング情報を表示するため
の例示的な方法の流れ図である。工程２１０では、特定の実施形態は、ソーシャル・グラ
フにおけるユーザ・ノードによって表されるユーザに関するソーシャル・ネットワーキン
グ情報を維持する。これは、ユーザ・プロファイル情報、関心、つながり／関係の情報、
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ソーシャル・グラフにおける他のノードに関して起こされた行動の履歴、ユーザに関連付
けられたコンテンツなどを含む。ソーシャル・ネットワーキング情報は、１つ以上のカテ
ゴリーによる、ユーザに関する親密度情報を含むことも可能である。ソーシャル・ネット
ワーキング情報の特定の実施形態は、図４および本明細書の関係文章においてさらに詳細
に説明される。
【００１５】
　工程２２０では、特定の実施形態は、ソーシャル・グラフの１つ以上のノードをそれぞ
れの位置に関連付ける。この関連付けは、いくつかの異なる手法により行われ得る。ユー
ザは、ソーシャル・グラフにおけるノードに位置を手動により関連付けることができる。
例えば、レストランのマネージャが、その位置を用いてレストランに関するプロファイル
を更新する場合もあれば、ユーザが、ＧＰＳを介して検出される特定の位置にいる際、ノ
ードを選択して、そのノードにチックインする場合もある。ユーザは、コンテンツをアッ
プロードして、位置を用いてそのコンテンツにタグ付けし、次いで、そのコンテンツをソ
ーシャル・グラフにおける１つ以上のノードに関連付けることができる。例えば、ユーザ
は、子どもの誕生日パーティのビデオをアップロードして、地元の公園において行われた
としてそのビデオにタグ付けし、次いで、ピエロもしくはバルーンアーティストまたはバ
ウンスハウスをそのビデオにタグ付けして、パーティ娯楽サービスに関するウェブサイト
にそのビデオをリンクさせることができる。データ・マイニング・アルゴリズムは、ノー
ドに関連付けられているコンテンツ中のアドレス情報を検出することができる（例えば、
ノードに関連付けられているウェブサイト中のアドレスを検出する）。第三者サーバは、
ソーシャル・グラフのノードに関連付けられたコンテンツ・オブジェクトを提供すること
ができる。そのようなコンテンツ・オブジェクトは、情報コンテンツ・オブジェクト（例
えば、映画上映時間、映画批評、販売情報、レストラン・メニューなど）と、インセンテ
ィブとなるコンテンツ・オブジェクト（例えば、クーポン、割引券、商品券など）とを含
み得る。
【００１６】
　工程２３０では、特定の実施形態は、コンピューティング・デバイスから位置に関係す
るソーシャル情報についての要求を受信する。この要求は、コンピューティング・デバイ
スの位置と、コンピューティング・デバイスの配向と、ユーザを識別する情報とを含み得
る。特定の実施形態では、この要求は、その位置の画像、またはその位置のビデオ・フィ
ードにアクセスするための情報を含むことも可能である。
【００１７】
　特定の実施形態では、コンピューティング・デバイスは、ビデオ画像または静止画像を
撮影するためのカメラを有する。特定の実施形態では、コンピューティング・デバイスは
、ビデオ画像または静止画像をリアルタイムで送信する。特定の実施形態では、コンピュ
ーティング・デバイスは、ビデオ画像もしくは静止画像を記憶しているか、またはビデオ
画像もしくは静止画像へのアクセスを有する。特定の実施形態では、コンピューティング
・デバイスの位置は、ユーザの位置と同じである（例えば、ユーザはコンピューティング
・デバイスを保持している）。例えば、コンピューティング・デバイスは、ユーザがライ
ブ・ビデオを取り込むために上方に保持している、カメラ・レンズを備えたスマートフォ
ンの場合がある。特定の実施形態では、コンピューティング・デバイスは、特定のユーザ
に関連付けられていない（例えば、交通量の多い都市の通りを見渡せるウェブカム、また
は移動している車両上に取り付けられたビデオ・カメラ）。位置情報が、コンピューティ
ング・デバイスから直接的に取得される（例えば、要求の時点、通知が送信されるべき時
点、または様々な時間間隔で取得される）場合もあれば、ソーシャル・ネットワーキング
・システムが、コンピューティング・デバイスに関して最後に記憶した位置を取り出す場
合もある。加えて、コンピューティング・デバイスが位置を変更する場合、更新された位
置情報はソーシャル・ネットワーキング・システムに提供され得る。特定の実施形態では
、コンピューティング・デバイスの配向は、コンピューティング・デバイスが特定の方角
（例えば、南北に走る通りに沿って北）を指しているという情報を含む。
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【００１８】
　工程２４０では、特定の実施形態は、１つ以上の近接ノードに関する関連性スコアを決
定し、その決定は、（１）その要求と、（２）ユーザに関連付けられたソーシャル・ネッ
トワーキング情報と、（３）それぞれの近接ノードに関する位置情報とに基づく。特定の
実施形態では、ノードが「近接」しているか否かは、そのノードがコンピューティング・
デバイスの位置からしきい距離内の位置に関連付けられるか否かに基づき得る。特定の実
施形態では、ノードは、２つ以上の位置に関連付けられることが可能であり、そのうちの
少なくとも１つがコンピューティング・デバイスの位置からしきい距離内に存在する必要
がある。例えば、画像内で取り込まれたビューに応じて。
【００１９】
　特定の実施形態では、近接ノードに関する関連性スコアを決定することは、位置値と、
関心値と、つながり値と、時間値とを組み合わせることを含む場合がある。
　位置値は、近接ノードに関連付けられた位置と、その要求における位置との間の近接性
、および／またはその要求における配向に基づくことが可能である。
【００２０】
　関心値は、近接ノードに関連付けられたカテゴリーが、ユーザに関する親密度情報に関
連付けられた１つ以上のカテゴリーに含まれるか否かに基づくことが可能である。例えば
、近接ノードがザ・ガジェット・ギーク・ストア（Ｔｈｅ　Ｇａｄｇｅｔ　Ｇｅｅｋ　Ｓ
ｔｏｒｅ）である場合、その近接ノードは「小売店」および「コンピューティング・デバ
イス」のカテゴリーに関連付けられることがあり、ユーザは「買い物」および「ガジェッ
ト」を含む関心を有することがある。
【００２１】
　つながり値は、近接ノードに関するユーザのつながりの数に基づくことが可能である。
例えば、ユーザのつながりは、ある施設にチェックインした、「いいね」を表明した、ま
たはコメントした。
【００２２】
　時間値は、現在の時間が近接ノードに関連付けられたコンテンツ（例えば、通知または
販売促進）に関する配信時間範囲内であるか否かに基づくことが可能である。特定の実施
形態では、配信時間範囲は、そのコンテンツがユーザに送信されるのに適しているか否か
を示す。例えば、レストランにおける昼食用の割引クーポンは、昼食の時間に関連付けら
れることが可能であり、したがって、昼食に一般に関連付けられる時間中により高い関心
を得る。別の例では、近くの映画館における映画スケジュールに関する通知は、現在の時
間から１時間の動く時間内に開始する映画を表示するように変更され得る。
【００２３】
　特定の実施形態では、ユーザに関するソーシャル・ネットワーキング情報は、ソーシャ
ル・グラフの特定のノードに対するユーザ露出（ｕｓｅｒ　ｅｘｐｏｓｕｒｅ）を含み得
る。近接ノードに関する関連性スコアを決定するとき、関連性スコアは、そのノードに対
するユーザの露出に基づいてさらに調整され得る。例えば、ユーザがそのノードに関連付
けられたウェブサイトを定期的に訪問する場合、ユーザの友達の多くがそのノードに関連
付けられた位置にチェックインしたことがある場合、またはユーザがそのノードに関係す
るニュースフィードのフォロワー（ｆｏｌｌｏｗｅｒ）である場合、関連性スコアは増大
し得る。
【００２４】
　工程２５０では、特定の実施形態は、それぞれの関連性スコアによって近接ノードをラ
ンク付けする（例えば、最高関連性スコアから最低関連性スコアまで行われたり、限定数
の最高スコアノードを選択することによって行われたりする）。特定の実施形態では、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システムは、ノードに対するユーザ露出、およびユーザと
オブジェクトとの間の関連性を記録することができる（例えば、ユーザがある店舗に訪れ
るよう勧められて、コンピューティング・デバイスが、そのユーザがその後すぐにその店
舗に訪れたことを検出する場合）。露出情報は、ユーザを同じノードまたは類似のノード



(10) JP 6262233 B2 2018.1.17

10

20

30

40

50

に露出させるか否かを決定するために使用されることがあり、また、ユーザがその同じノ
ードまたは類似のノードに予め露出されているか否かに基づいて、近接ノードのランク付
けおよび選択を調整するために使用され得る。加えて、ユーザがある行動（例えば、ある
インセンティブを使用すること、その位置に行くこと等）によってあるノードに関連付け
られるようになった場合、その情報も記憶されて、そのノードを再ランク付けおよび再選
択するために使用され得る。
【００２５】
　工程２６０では、特定の実施形態は、１つ以上の近接ノードのうちの少なくとも１つに
関連付けられた情報を、画像とともに表示するために、コンピューティング・デバイスに
提供する。この画像は、ビデオ画像または静止画像であってよい。特定の実施形態では、
この画像は、コンピューティング・デバイスの位置と、コンピューティング・デバイスの
配向とを含むメタデータを含み得る。特定の実施形態では、この画像は、１つ以上の近接
ノードのうちの少なくとも１つに関連付けられた情報を含む追加のメタデータを含めるよ
うに修正される場合もあれば、その追加のメタデータが伴われる場合もある。
【００２６】
　特定の実施形態では、この画像は、その情報が送信されるコンピューティング・デバイ
スによって取り込まれていない場合がある。例えば、ユーザがニューヨーク市を訪れる計
画を立てており、ホテルのウェブサイト上に投稿された、そのホテルのすぐ近くの領域の
写真を閲覧している場合、ユーザは、その写真に基づいて、関連する近接ノードに関する
ソーシャル・ネットワーキング情報を要求する場合がある。別の例では、ソーシャル・ネ
ットワーキング情報に関する要求に対して、交通量の多い都市の通りに向けられたウェブ
カムからのライブ・ビデオ・フィードに関連付けられた情報を提供することが可能であり
、これによって、例えば、ラスベガスにおける休暇を計画しているユーザがそのユーザの
友達がどの施設に対して「いいね」を表明し、コメントしたかということや、どの施設が
販売促進を行っているか、または割引を提供しているかということを見ることができる。
【００２７】
　工程２７０では、特定の実施形態は、近接ノードとの関連付けによりユーザによる行動
を示す指示、すなわち、ユーザ露出イベントを受信する。一例では、ユーザは、そのユー
ザが近接ノードによって表された店舗をボイコットしていることを示すことができる。別
の例では、ユーザは、近接ノードによって表された会場におけるイベントに関するチケッ
トを購入することができる。
【００２８】
　工程２８０では、特定の実施形態は、近接ノードに関連するユーザによる行動を示す指
示に応じて、ソーシャル・グラフを更新する。ソーシャル・グラフを更新することは、ユ
ーザ露出イベントに関連付けられた情報を含めて、ユーザと近接ノードとの間の関連性を
記憶することを含み得る。
【００２９】
　図３は、ユーザ位置とソーシャル情報とに基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・
システムのユーザに関連する情報に対する要求に応答するためのプロセスの対話図である
。初めに、ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０を介して互いに対
話したり、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０と直接的に対話したりする（
３０５）ようにコンピューティング・デバイス６００を使用する場合があり、これにより
、ユーザの関心およびつながり情報など、ユーザに関する情報をソーシャル・ネットワー
キング・システム５３０に提供する。ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は
、ソーシャル・ネットワーキング情報（例えば、各ユーザに関する関心およびつながり情
報）を維持する（３１０）。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム５３０は、関心情報をカテゴリーに分類することができる。
【００３０】
　さらに、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、１つ以上の第三者サーバ
５４０から第三者コンテンツ・オブジェクトを受信する（３１５）。第三者コンテンツ・
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オブジェクトは、情報コンテンツ・オブジェクト（映画上映時間、映画批評、販売情報、
レストラン・メニューなど）と、インセンティブとなるコンテンツ・オブジェクト（クー
ポン、割引券、商品券など）とを含み得る。加えて、いくつかの第三者コンテンツ・オブ
ジェクトは、情報とインセンティブとの組合せを含み得る。
【００３１】
　ノードおよび第三者コンテンツ・オブジェクト（ユーザにより生成されたコンテンツ・
オブジェクトと、第三者コンテンツ・オブジェクトとの両方を含む）は位置に関連付けら
れ（３２０）、カテゴリーおよび配信時間範囲に関連付けられることも可能である。例え
ば、位置に関して、特定の映画館チェーンにおける映画観賞券の＄２．００オフのクーポ
ンが、そのチェーンのすべての映画館に適用される場合もあれば、１つの映画館だけに適
用される場合もある。位置は、大体の位置（例えば、都市）の場合もあれば、特定の位置
（例えば、特定の通り名や交差点、またはＧＰＳ座標）の場合もある。１つ以上のそのよ
うな位置が各コンテンツ・オブジェクトに割り当てられる。最後に、配信時間範囲がコン
テンツ・オブジェクトに割り当てられる。この範囲は、その項目に関する適切な時間帯を
反映し得る。例えば、コンテンツ・オブジェクトが朝だけ開店しているドーナッツ店に関
するクーポンである場合、通知に関する範囲は、そのドーナッツ店が開店している時間帯
や、開店時間に関係する何らかの他の有用な範囲（例えば、開店１５分前から閉店３０分
前）に対応する可能性が高いことになる。
【００３２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０のユーザの関心
の様々なカテゴリーを反映するカテゴリーは、ソーシャル・ネットワーキング・システム
５３０によって確立され得る。これらのカテゴリーは、関心自体に関連付けられることが
可能であり、例えば、ユーザがある靴のブランドに関する記事に対して「いいね」を表明
した場合、そのカテゴリーはそのブランドであってよい。これに代えて、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム５３０は、その靴のブランドに関する記事に一般的な「靴」ま
たは「衣類」のカテゴリーを割り当てることができる。ソーシャル・ネットワーキング・
システム５３０は、これらのカテゴリーの両方を単一のコンテンツ・オブジェクトに割り
当てることができ、それによって、複数のカテゴリーが単一のコンテンツ・オブジェクト
に適用され得る。例えば、特定のコーヒー店においてスペシャルティ・コーヒー飲料２０
％オフを提供するインセンティブの場合、その販売促進には、「食品」カテゴリーと、「
飲料」タイプと、「コーヒー」サブタイプとが割り当てられ得る。これらのタグはユーザ
の関心に関連付けられたカテゴリーと合わせられる。
【００３３】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、関連する近接ノードに関する情報
に対する要求を要求側のユーザから受信する（３２５）。ユーザの要求は、コンピューテ
ィング・デバイス６００の位置に関する情報を含み得る。この情報は、コンピューティン
グ・デバイス６００から直接的に取得される場合もあれば（例えば、要求の時点、通知が
送信されるべき時点、もしくは様々な時間間隔で取得される）、ソーシャル・ネットワー
キング・システム５３０は、コンピューティング・デバイス６００に関して最後に記憶し
た位置を取り出す場合もある。加えて、コンピューティング・デバイス６００が位置を変
更する場合、更新された位置情報はソーシャル・ネットワーキング・システム５３０に提
供され得る。これに代えて、ユーザは、近接ノードおよび／またはユーザが関心を持つ第
三者コンテンツ・オブジェクトの種類に関する制約を指定する位置を提供することができ
る。
【００３４】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、各近接ノードに関し、要求側のユ
ーザに対する関連性スコアを決定する（３３０）。ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム５３０は、ユーザに関する位置、関心、時間、およびつながり情報と、コンテンツ・
オブジェクトとを使用して、スコアを計算する。例えば、ソーシャル・ネットワーキング
・システム５３０は、関連性スコアを得るために組み合わされるこれらのカテゴリーの各
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々に関するスコアをまず計算することができる。
【００３５】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、コンテンツ・オブジェクトの関連
性スコアからユーザに対する近接ノードを選択する（３３５）（例えば、最高関連性スコ
アから最低関連性スコアまでのランク付けから近接ノードを選択したり、最高関連性スコ
ア項目の選択によって近接ノードを選択したりする）。
【００３６】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、次いで、取り込まれた画像ととも
に情報をコンピューティング・デバイス６００に提供することによって、関連する近接ノ
ードについてのユーザの要求に応答する（３４０）。特定の実施形態では、ソーシャル・
ネットワーキング・システムは、最高にランク付けされた近接ノードを要求側のユーザに
提供する。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、最高関連
性スコアを有する近接ノードを要求側のユーザに提供する。
【００３７】
　ソーシャル・グラフ
　図４は、例示的なソーシャル・グラフ４００を示す。特定の実施形態では、ソーシャル
・ネットワーキング・システム５３０は、１つ以上のソーシャル・グラフ４００を１つ以
上のデータ・ストアに記憶することができる。特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ
４００は、複数のユーザ・ノード４０２または複数の概念ノード４０４を含み得る複数の
ノードと、それらのノードを接続する複数のエッジ４０６とを含み得る。図４に示す例示
的なソーシャル・グラフ４００は、教示を目的として、２次元視覚的マップ表現により示
されている。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０、ク
ライアント・システム６００、または第三者システム５４０は、適切なアプリケーション
に関して、ソーシャル・グラフ４００と、関係するソーシャル・グラフ情報とにアクセス
することができる。ソーシャル・グラフ４００のノードおよびエッジは、データ・オブジ
ェクトとして記憶される場合があり、例えば、データ・ストア（ソーシャル・グラフ・デ
ータベースなど）に記憶される場合がある。そのようなデータ・ストアは、ソーシャル・
グラフ４００のノードまたはエッジの１つ以上の検索可能な、またはクエリされるインデ
ックスを含み得る。
【００３８】
　特定の実施形態では、ユーザ・ノード４０２は、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム５３０のユーザに対応し得る。限定ではなく、例として、ユーザは、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム５３０と対話または通信するか、あるいはソーシャル・ネット
ワーキング・システム５３０を介して対話または通信する個人（人間のユーザ）、エンテ
ィティ（例えば、企業、事業、もしくは第三者アプリケーション）、またはグループ（例
えば、個人もしくはエンティティのグループ）の場合がある。特定の実施形態では、ユー
ザがソーシャル・ネットワーキング・システム５３０にアカウントを登録すると、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム５３０は、そのユーザに対応するユーザ・ノード４０
２を作成して、そのユーザ・ノード４０２を１つ以上のデータ・ストアに記憶することが
できる。本明細書において説明されるユーザおよびユーザ・ノード４０２は、適切な場合
、登録ユーザと、登録ユーザに関連付けられたユーザ・ノード４０２とを指す場合がある
。加えて、またはその代わりに、本明細書において説明されるユーザおよびユーザ・ノー
ド４０２は、適切な場合、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０に登録してい
ないユーザを指す場合がある。特定の実施形態では、ユーザ・ノード４０２は、ユーザに
よって提供された情報、または様々なシステム（ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム５３０を含む）によって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定では
なく、例として、ユーザは、自分の名前、プロファイル写真、連絡先情報、誕生日、性別
、婚姻状況、家族状況、雇用、学歴、好み、関心、または他の人口統計情報を提供するこ
とができる。特定の実施形態では、ユーザ・ノード４０２は、ユーザに関連付けられた情
報に対応する１つ以上のデータ・オブジェクトに関連付けられることが可能である。特定
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の実施形態では、ユーザ・ノード４０２は、１つ以上のウェブページに対応する場合もあ
れば、１つ以上のユーザ・プロファイル・ページ（ウェブページであってよい）に対応す
る場合もある。
【００３９】
　特定の実施形態では、概念ノード４０４は概念に対応し得る。限定ではなく、例として
、概念は、場所（例えば、映画館、レストラン、史跡、もしくは都市など）、ウェブサイ
ト（例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０に関連付けられたウェブサ
イト、もしくはウェブ・アプリケーション・サーバに関連付けられた第三者ウェブサイト
など）、エンティティ（例えば、人物、事業、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有
名人など）、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０内または外部サーバ（ウェ
ブ・アプリケーション・サーバなど）上に位置し得るリソース（例えば、音声ファイル、
ビデオ・ファイル、デジタル写真、テキスト・ファイル、構造化文書、もしくはアプリケ
ーションなど）、不動産または知的財産（例えば、彫刻、絵画、映画、ゲーム、歌、構想
、写真、もしくは書かれた著作物など）、ゲーム、活動、構想もしくは理論、別の適切な
概念、または２つ以上のそのような概念に対応し得る。概念ノード４０４は、ユーザによ
って提供された概念の情報、または様々なシステム（ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム５３０を含む）によって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定
ではなく、例として、概念の情報は、名前または肩書、１つ以上の画像（例えば、書籍の
表紙ページの画像）、位置（例えば、住所または地理的位置）、ウェブサイト（ＵＲＬに
関連付けられることが可能なウェブサイト）、連絡先情報（例えば、電話番号または電子
メールアドレス）、他の適切な概念情報、またはそのような情報の任意の適切な組合せを
含むことが可能である。特定の実施形態では、概念ノード４０４は、概念ノード４０４に
関連付けられた情報に対応する、１つ以上のデータ・オブジェクトに関連付けられること
が可能である。特定の実施形態では、概念ノード４０４はウェブページに対応し得る。
【００４０】
　特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ４００におけるノードは、ウェブページ（「
プロファイル・ページ」と呼ばれる場合もある）を表す場合もあれば、そのようなウェブ
ページによって表される場合もある。プロファイル・ページは、ソーシャル・ネットワー
キング・システム５３０によってホストされる場合もあれば、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム５３０にアクセス可能な場合もある。プロファイル・ページは、第三者サ
ーバ５４０に関連付けられた第三者ウェブサイト上にホストされることも可能である。限
定ではなく、例として、特定の外部ウェブページに対応するプロファイル・ページは特定
の外部ウェブページであってよく、プロファイル・ページは特定の概念ノード４０４に対
応し得る。プロファイル・ページは、他のすべてのユーザまたは選択された部分集合の他
のユーザによって閲覧可能な場合がある。限定ではなく、例として、ユーザ・ノード４０
２は、対応するユーザ・プロファイル・ページを有する場合があり、そのユーザ・プロフ
ァイル・ページにおいて、対応するユーザがコンテンツを追加すること、宣言を行うこと
、又は自らを表現することができる。限定ではなく、別の例として、概念ノード４０４は
、対応する概念プロファイル・ページを有する場合があり、その概念プロファイル・ペー
ジにおいて、特に概念ノード４０４に対応する概念に関して、１人以上のユーザがコンテ
ンツを追加すること、宣言を行うこと、または自らを表現することができる。
【００４１】
　特定の実施形態では、概念ノード４０４は、第三者システム５４０によってホストされ
た第三者ウェブページまたはリソースを表す場合がある。第三者ウェブページまたはリソ
ースは、要素のうちとりわけ、コンテンツ、選択可能なアイコンもしくは他のアイコン、
または行動もしくは活動を表す他の対話可能なオブジェクト（例えば、ＪａｖａＳｃｒｉ
ｐｔ（登録商標）コード、ＡＪＡＸコード、もしくはＰＨＰコードにより実装され得るオ
ブジェクト）を含み得る。限定ではなく、例として、第三者ウェブページは、「「いいね
」を表明する」、「チェックインする」、「食事をする」、「勧める」、または別の適切
な行動もしくは活動など、選択可能なアイコンを含み得る。第三者ウェブページを閲覧す
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るユーザは、アイコンのうちの１つ（例えば、「食事をする」）を選択して、クライアン
ト・システム６００にそのユーザの行動を示すメッセージをソーシャル・ネットワーキン
グ・システム５３０に送信させることによって動作を実行することができる。そのメッセ
ージに応じて、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、ユーザに対応するユ
ーザ・ノード４０２と、その第三者のウェブページまたはリソースに対応する概念ノード
４０４との間にエッジ（例えば、「食事をする」エッジ）を作成することと、エッジ４０
６を１つ以上のデータ・ストアに記憶することとが可能である。
【００４２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ４００におけるノードのペアは、１つ以上の
エッジ４０６によって互いに接続され得る。ノードのペアを接続するエッジ４０６は、ノ
ードのペア間の関係を表すことがある。特定の実施形態では、エッジ４０６は、ノードの
ペア間の関係に対応する１つ以上のデータ・オブジェクトまたは属性を含む場合もあれば
、そのデータ・オブジェクトまたは属性を表す場合がある。限定ではなく、例として、第
１のユーザは、第２のユーザが第１のユーザの「友達」であることを示すことができる。
この指示に応じて、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、「友達リクエス
ト」を第２のユーザに送信することができる。第２のユーザが「友達リクエスト」を承認
する場合、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、ソーシャル・グラフ４０
０において第１のユーザのユーザ・ノード４０２を第２のユーザのユーザ・ノード４０２
に接続するエッジ４０６を作成して、エッジ４０６をソーシャル・グラフ情報として１つ
以上のデータ・ストア２４に記憶することができる。図４のこの例では、ソーシャル・グ
ラフ４００は、ユーザ「Ａ」とユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード４０２同士の間の友達関係
を示すエッジ４０６と、ユーザ「Ｃ」とユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード４０２同士の間の
友達関係を示すエッジとを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード４０２同士を接続する
特定の属性を有する特定のエッジ４０６を説明または例示するが、本開示は、ユーザ・ノ
ード４０２同士を接続する任意の適切な属性を有する任意の適切なエッジ４０６を企図す
る。限定ではなく、例として、エッジ４０６は、友達関係、家族関係、事業関係もしくは
雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、訪問者関係、加入者関係、上司／部下の関係、
相互関係、非相互関係、別の適切なタイプの関係、または２つ以上のそのような関係を表
す場合がある。さらに、本開示は、一般に、ノードを接続されているものとして説明する
が、本開示は、ユーザまたは概念も接続されているものとして説明する。本明細書におい
て、接続されているユーザまたは概念の参照は、適切な場合、１つ以上のエッジ４０６に
よってソーシャル・グラフ４００において接続されているユーザまたは概念に対応するノ
ードを指す場合がある。
【００４３】
　特定の実施形態では、ユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４との間のエッジ４０６
は、概念ノード４０４に関連付けられた概念に向けてユーザ・ノード４０２に関連付けら
れたユーザによって実行される特定の行動または活動を表す場合がある。限定ではなく、
例として、図４に示すように、ユーザは、概念「に対して「いいね」を表明する」、「に
参加した」、「をプレイした」、「を聴いた」、「を調理した」、「に勤務した」、また
は「を見た」としてもよく、各概念は、エッジタイプまたはサブタイプに対応し得る。概
念ノード４０４に対応する概念プロファイル・ページは、例えば、選択可能な「チェック
イン」アイコン（例えば、クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）または選択可
能な「お気に入りに追加する」アイコンを含み得る。同様に、ユーザがこれらのアイコン
をクリックした後、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、それぞれの行動
に対応するユーザの行動に応じて、「お気に入り」エッジまたは「チェックイン」エッジ
を作成することができる。限定ではなく、別の例として、ユーザ（ユーザ「Ｃ」）は、特
定のアプリケーション（オンライン・ミュージック・アプリケーションであるスポティフ
ァイ（ＳＰＯＴＩＦＹ））を使用して特定の歌（「イマジン（Ｉｍａｇｉｎｅ）」）を聴
くことができる。この場合、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、ユーザ
がその歌を聴いたこととそのアプリケーションを使用したこととを示すために、ユーザに
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対応するユーザ・ノード４０２と歌およびアプリケーションに対応する概念ノード４０４
との間に（図４に示すように）「聴いた」エッジ４０６と「使用した」エッジとを作成す
ることができる。さらに、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、特定のア
プリケーションによって特定の歌がプレイされたことを示すために、歌およびアプリケー
ションに対応する概念ノード４０４同士の間に（図４に示すように）「プレイした」エッ
ジ４０６を作成することができる。この場合、「プレイした」エッジ４０６は、外部音声
ファイル（歌「イマジン（Ｉｍａｇｉｎｅ）」）に関して外部アプリケーション（スポテ
ィファイ（ＳＰＯＴＩＦＹ））によって実行された動作に対応する。本開示は、ユーザ・
ノード４０２と概念ノード４０４とを接続する特定の属性を有する特定のエッジ４０６を
説明するが、本開示は、ユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４とを接続する任意の適
切な属性を有する任意の適切なエッジ４０６を企図する。さらに、本開示は、単一の関係
を表す、ユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４との間のエッジを説明するが、本開示
は、１つ以上の関係を表す、ユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４との間のエッジを
企図する。限定ではなく、例として、エッジ４０６は、ユーザが「いいね」を表明したこ
とと、特定の概念に関して使用したこととの両方を表す場合がある。これに代えて、別の
エッジ４０６は、ユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４との間（図４に示すように、
ユーザ「Ｅ」に関するユーザ・ノード４０２と「スポティファイ（ＳＰＯＴＩＦＹ）」に
関する概念ノード４０４との間）の各タイプの関係（または複数の単一関係）を表す場合
がある。
【００４４】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、ソーシャル
・グラフ４００においてユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４との間にエッジ４０６
を作成することができる。限定ではなく、例として、概念プロファイル・ページを閲覧す
る（例えば、ユーザのクライアント・システム６００によってホストされる、ウェブ・ブ
ラウザまたは専用アプリケーションを使用することなどによって閲覧する）ユーザは、「
いいね」を表明するアイコンをクリックまたは選択することによって、概念ノード４０４
によって表された概念に対して「いいね」を表明することを示すことができ、これによっ
て、概念プロファイル・ページに関連付けられた概念に対してユーザが「いいね」を表明
することを示すメッセージをソーシャル・ネットワーキング・システム５３０に送信する
ことを、ユーザのクライアント・システム６００に行わせることができる。このメッセー
ジに応じて、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、ユーザと概念ノード４
０４との間の「「いいね」を表明する」エッジ４０６によって示すように、ユーザに関連
付けられたユーザ・ノード４０２と概念ノード４０４との間にエッジ４０６を作成するこ
とができる。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、
エッジ４０６を１つ以上のデータ・ストアに記憶することができる。特定の実施形態では
、エッジ４０６は、特定のユーザの行動に応じて、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム５３０によって自動的に形成され得る。限定ではなく、例として、第１のユーザが写
真をアップロードする場合、映画を見る場合、または歌を聴く場合、エッジ４０６は、第
１のユーザに対応するユーザ・ノード４０２と、それらの概念に対応する概念ノード４０
４との間に形成され得る。本開示は、特定のエッジ４０６を特定の態様により形成するこ
とを説明するが、本開示は、任意の適切なエッジ４０６を任意の適切な態様により形成す
ることを企図する。
【００４５】
　システム概要
　図５は、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられた例示的なネットワ
ーク環境５００を示す。ネットワーク環境５００は、ネットワーク５５０によって互いに
接続されている、ユーザ５１０と、クライアント・システム６００と、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム５３０と、第三者システム５４０とを含む。図５は、ユーザ５１
０と、クライアント・システム６００と、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３
０と、第三者システム５４０と、ネットワーク５５０とからなる特定の配置を示すが、本



(16) JP 6262233 B2 2018.1.17

10

20

30

40

50

開示は、ユーザ５１０と、クライアント・システム６００と、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム５３０と、第三者システム５４０と、ネットワーク５５０とからなる任意
の適切な配置を企図する。限定ではなく、例として、クライアント・システム６００、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム５３０、および第三者システム５４０のうちの２
つ以上は、ネットワーク５５０を迂回して、互いに直接的に接続され得る。別の例として
、クライアント・システム６００、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０、お
よび第三者システム５４０のうちの２つ以上は、全体的または部分的に互いに物理的また
は論理的に同じ場所に配置され得る。さらに、図５は、特定の数のユーザ５１０、クライ
アント・システム６００、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０、第三者シス
テム５４０、およびネットワーク５５０を示すが、本開示は、任意の適切な数のユーザ５
１０、クライアント・システム６００、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０
、第三者システム５４０、およびネットワーク５５０を企図する。限定ではなく、例とし
て、ネットワーク環境５００は、複数のユーザ５１０と、クライアント・システム６００
と、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０と、第三者システム５４０と、ネッ
トワーク５５０とを含み得る。
【００４６】
　特定の実施形態では、ユーザ５１０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３
０と対話または通信したり、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０を介して対
話または通信したりする個人（人間のユーザ）、エンティティ（例えば、企業、事業、も
しくは第三者アプリケーション）、またはグループ（例えば、個人もしくはエンティティ
のグループ）の場合がある。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム５３０は、オンライン・ソーシャル・ネットワークをホストするネットワーク・アド
レス指定可能なコンピューティング・システムの場合がある。ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム５３０は、ソーシャル・ネットワーキング・データ（例えば、ユーザ・プ
ロファイル・データ、概念プロファイル・データ、ソーシャル・グラフ情報、またはオン
ライン・ソーシャル・ネットワークに関係する他の適切なデータなど）を生成、記憶、受
信、および送信することができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０は、
直接的に、またはネットワーク５５０を介して、ネットワーク環境５００の他の構成要素
によってアクセスされ得る。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム５３０は、ユーザ５１０が、その行動をソーシャル・ネットワーキング・システム５
３０によって記録されたり、他のシステム（例えば、第三者システム５４０）と共有され
たりすることをオプトインまたはオプトアウトする（例えば、適切なプライバシー設定を
設定することなどによって、オプトインまたはオプトアウトする）のを可能にする許可サ
ーバを含み得る。特定の実施形態では、第三者システム５４０は、第三者コンテンツ・オ
ブジェクトをホストすること、コンテンツをサービス提供すること、および／または第三
者広告サービス提供エンジンを提供することが可能なネットワーク・アドレス指定可能な
コンピューティング・システムの場合がある。第三者システム５４０は、第三者コンテン
ツ、および／またはスポンサー付きのコンテンツ（例えば、広告、インセンティブプログ
ラム通知、クーポンなど）を生成、記憶、受信、および送信することができる。第三者シ
ステム５４０は、直接的に、またはネットワーク５５０を介して、ネットワーク環境５０
０の他の構成要素によってアクセスされ得る。特定の実施形態では、１人以上のユーザ５
１０は、１つ以上のクライアント・システム６００を使用して、ソーシャル・ネットワー
キング・システム５３０または第三者システム５４０にアクセスすること、そのようなシ
ステムにデータを送信すること、およびそのようなシステムからデータを受信することが
できる。クライアント・システム６００は、直接的に、ネットワーク５５０を介して、ま
たは第三者システムを介して、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０または第
三者システム５４０にアクセスすることができる。限定ではなく、例として、クライアン
ト・システム６００は、ソーシャル・ネットワーキング・システム５３０を介して第三者
システム５４０にアクセスすることができる。クライアント・システム６００は、例えば
、パーソナル・コンピュータ、ラップトップ・コンピュータ、セルラ電話、スマートフォ
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ン、またはタブレット・コンピュータなど、任意の適切なコンピューティング・デバイス
であってよい。
【００４７】
　本開示は、任意の適切なネットワーク５５０を企図する。限定ではなく、例として、ネ
ットワーク５５０のうちの１つ以上の部分は、アドホック・ネットワーク、イントラネッ
ト、エクストラネット、バーチャル・プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル
・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネット
ワーク（ＷＡＮ）、無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（
ＭＡＮ）、インターネットの一部、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部、セルラ電話ネッ
トワーク、またはこれらのうちの２つ以上の組合せを含み得る。ネットワーク５５０は、
１つ以上のネットワーク５５０を含み得る。
【００４８】
　リンク５６０は、クライアント・システム６００と、ソーシャル・ネットワーキング・
システム５３０と、第三者システム５４０とを通信ネットワーク５５０に、または互いに
接続することができる。本開示は、任意の適切なリンク５６０を企図する。特定の実施形
態では、１つ以上のリンク５６０は、１つ以上の有線リンク（例えば、デジタル加入者線
（ＤＳＬ）またはデータ・オーバ・ケーブル・サービス・インタフェース仕様（ＤＯＣＳ
ＩＳ：Ｄａｔａ　Ｏｖｅｒ　Ｃａｂｌｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）など）、１つ以上の無線リンク（例えば、Ｗｉ－Ｆｉまたはワー
ルドワイド・インターオペラビリティ・フォー・マイクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡ
Ｘ（登録商標））など）、又は１つ以上の光リンク（例えば、同期型光ネットワーク（Ｓ
ＯＮＥＴ）または同期デジタル・ハイアラーキ（ＳＤＨ）など）を含む。特定の実施形態
では、１つ以上のリンク５６０は、各々、アドホック・ネットワーク、イントラネット、
エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ、ＷＷＡＮ、ＭＡＮ、インターネ
ットの一部、ＰＳＴＮの一部、セルラ技術方式のネットワーク、衛星通信技術方式のネッ
トワーク、別のリンク５６０、または２つ以上のそのようなリンク５６０の組合せを含む
。リンク５６０は、ネットワーク環境５００を通して必ずしも同じでなくてよい。１つ以
上の第１のリンク５６０は、１つ以上の点において１つ以上の第２のリンク５６０とは異
なる場合がある。
【００４９】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザに関し、ソ
ーシャル・グラフにおけるノードおよび第三者コンテンツ・オブジェクトに関する関連性
スコアを決定するための関連性およびランク付けエンジンを含む。関連性およびランク付
けエンジンは、関連性スコアによってコンテンツ・オブジェクトをランク付けすることも
可能である。関連性およびランク付けエンジンは、通知として、またはユーザの要求に対
する応答として、ユーザに送信するためのコンテンツ・オブジェクトを選択することも可
能である。
【００５０】
　関連性スコアを計算するために、関連性およびランク付けエンジンは、コンテンツ・オ
ブジェクト位置とコンピューティング・デバイスに関する現在の位置とを比較することに
よって、位置値を決定することができる。関連性およびランク付けエンジンは、コンテン
ツ・オブジェクトのカテゴリーがユーザの関心に含まれているか否かに基づいて、関心値
を決定することも可能である。関連性およびランク付けエンジンは、現在の時間がそのコ
ンテンツ・オブジェクトに関する配信時間範囲内であるか否かに基づいて、時間値を決定
することも可能である。関連性およびランク付けエンジンは、ユーザのつながりのうち何
人がそのコンテンツ・オブジェクトに関連付けられるかに基づいて、つながり値を決定す
ることも可能である。次いで、関連性およびランク付けエンジンは、位置値と、関心値と
、つながり値と、時間値とを組み合わせて、ユーザに対するそのコンテンツ・オブジェク
トに関する関連性スコアを決定する。一実施形態では、これらの値はより良好な適合（よ
り近い近接性、高い類似性など）に対してより高く、１の値に近づき、共に乗算されて関
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連性スコアを生成する。
【００５１】
　各コンテンツ・オブジェクトに関する関連性スコアから、関連性およびランク付けエン
ジンは、ユーザに対してそれらのコンテンツ・オブジェクトをランク付けし、そのランク
付けは、例えば、最高関連性スコアから最低関連性スコアまで行われる。関連性およびラ
ンク付けエンジンは、次いで、通知コントローラに送信するためのコンテンツ・オブジェ
クトを選択することもあれば、最高にランク付けされたコンテンツ・オブジェクトをコン
ピューティング・デバイスに通知として直接的にサービス提供することもある。
【００５２】
　例示的なコンピューティング・システム
　図６は、例示的なコンピュータ・システム６００を示す。特定の実施形態では、１つ以
上のコンピュータ・システム６００は、本明細書において説明または例示する１つ以上の
方法の１つ以上の工程を実行する。特定の実施形態では、１つ以上のコンピュータ・シス
テム６００は、本明細書において説明または例示する機能を提供する。特定の実施形態で
は、１つ以上のコンピュータ・システム６００上で実行するソフトウェアは、本明細書に
おいて説明または例示する１つ以上の方法の１つ以上の工程を実行したり、本明細書にお
いて説明または例示する機能を提供したりする。特定の実施形態は、１つ以上のコンピュ
ータ・システム６００のうちの１つ以上の部分を含む。本明細書において、コンピュータ
・システムの参照は、適切な場合、あるコンピューティング・デバイスを包含する場合が
ある。さらに、コンピュータ・システムの参照は、適切な場合、１つ以上のコンピュータ
・システムを包含する場合がある。
【００５３】
　本開示は、任意の適切な数のコンピュータ・システム６００を企図する。本開示は、任
意の適切な物理的形態を取るコンピュータ・システム６００を企図する。限定ではなく、
例として、コンピュータ・システム６００は、組込み式コンピュータ・システム、システ
ム・オン・チップ（ＳＯＣ）、シングル・ボード・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）（
例えば、コンピュータ・オン・モジュール（ＣＯＭ）もしくはシステム・オン・モジュー
ル（ＳＯＭ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップトップ・コンピュ
ータ・システムもしくはノートブック・コンピュータ・システム、対話型キオスク、メイ
ンフレーム、コンピュータ・システムのメッシュ、モバイル電話、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、サーバ、タブレット・コンピュータ・システム、別のモバイル・コンピューティング
・デバイス、またはこれらのうちの２つ以上の組合せであってよい。適切な場合、コンピ
ュータ・システム６００は、１つ以上のコンピュータ・システム６００を含んでよく、集
中型または分散型であってよく、複数の位置にわたっていてもよく、複数のマシンにわた
っていてもよく、複数のデータ・センターにわたっていてもよく、または１つ以上のネッ
トワークにおける１つ以上のクラウド構成要素を含み得るクラウドに存在してよい。適切
な場合、１つ以上のコンピュータ・システム６００は、実質的な空間的あるいは時間的な
限定なしに、本明細書において説明または例示される１つ以上の方法の１つ以上の工程を
実行することができる。限定ではなく、例として、１つ以上のコンピュータ・システム６
００は、本明細書において説明または例示される１つ以上の方法の１つ以上の工程をリア
ルタイムであるいはバッチ・モードで実行することができる。１つ以上のコンピュータ・
システム６００は、適切な場合、本明細書において説明または例示される１つ以上の方法
の１つ以上の工程を様々な時間または様々な位置において実行することができる。
【００５４】
　特定の実施形態では、コンピュータ・システム６００は、プロセッサ６０２と、メモリ
６０４と、ストレージ６０６と、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース６０８と、通信インタ
フェース６１０と、バス６１２とを含む。本開示は、特定の数の特定の構成要素を特定の
配置により有する特定のコンピュータ・システムを説明および例示するが、本開示は、任
意の適切な数の任意の適切な構成要素を任意の適切な配置により有する任意の適切なコン
ピュータ・システムを企図する。
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【００５５】
　特定の実施形態では、プロセッサ６０２は、コンピュータ・プログラムを構成する命令
など、命令を実行するためのハードウェアを含む。限定ではなく、例として、命令を実行
するために、プロセッサ６０２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６０４、また
はストレージ６０６から命令を取り出して（すなわち、フェッチして）、それらをデコー
ドおよび実行し、次いで、１つ以上の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６０
４、またはストレージ６０６に書き込むことができる。特定の実施形態では、プロセッサ
６０２は、データ、命令、またはアドレスに関する、１つ以上の内部キャッシュを含み得
る。本開示は、適切な場合、任意の適切な数の任意の適切な内部キャッシュを含むプロセ
ッサ６０２を企図する。限定ではなく、例として、プロセッサ６０２は、１つ以上の命令
キャッシュと、１つ以上のデータ・キャッシュと、１つ以上のトランスレーション・ルッ
クアサイド・バッファ（ＴＬＢ）とを含み得る。命令キャッシュにおける命令は、メモリ
６０４またはストレージ６０６における命令の複製であってよく、命令キャッシュは、プ
ロセッサ６０２によるそれらの命令の取り出しを高速化し得る。データ・キャッシュにお
けるデータは、プロセッサ６０２において実行する命令に関し演算するための、メモリ６
０４またはストレージ６０６におけるデータの複製の場合や、プロセッサ６０２において
実行する後続の命令によってアクセスするため、またはメモリ６０４もしくはストレージ
６０６に書き込むためにプロセッサ６０２において実行された前の命令の結果の複製の場
合や、他の適切なデータの複製の場合がある。データ・キャッシュは、プロセッサ６０２
による読取り動作または書き込み動作を高速化し得る。ＴＬＢは、プロセッサ６０２に関
する仮想アドレス変換（ｖｉｒｔｕａｌ－ａｄｄｒｅｓｓ　ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）を
高速化し得る。特定の実施形態では、プロセッサ６０２は、データ、命令、またはアドレ
スに関する、１つ以上の内部レジスタを含み得る。本開示は、適切な場合、任意の適切な
数の任意の適切な内部レジスタを含むプロセッサ６０２を企図する。適切な場合、プロセ
ッサ６０２は、１つ以上の算術論理演算装置（ＡＬＵ）を含んでよく、マルチコア・プロ
セッサであってよく、または１つ以上のプロセッサ６０２を含んでよい。本開示は特定の
プロセッサを説明および例示するが、本開示は、任意の適切なプロセッサを企図する。
【００５６】
　特定の実施形態では、メモリ６０４は、プロセッサ６０２が実行するための命令または
プロセッサ６０２が演算するためのデータを記憶するためのメイン・メモリを含む。限定
ではなく、例として、コンピュータ・システム６００は、ストレージ６０６または別のソ
ース（例えば、別のコンピュータ・システム６００など）からメモリ６０４に命令をロー
ドすることができる。プロセッサ６０２は、次いで、メモリ６０４から内部レジスタまた
は内部キャッシュに命令をロードすることができる。その命令を実行するために、プロセ
ッサ６０２は、内部レジスタまたは内部キャッシュから命令を取り出して、それらをデコ
ードすることができる。命令の実行中またはその後、プロセッサ６０２は、１つ以上の結
果（中間結果または最終結果であってよい）を内部レジスタあるいは内部キャッシュに書
き込むことができる。プロセッサ６０２は、次いで、それらの結果のうちの１つ以上をメ
モリ６０４に書き込むことができる。特定の実施形態では、プロセッサ６０２は、（スト
レージ６０６または他の場所ではなく）１つ以上の内部レジスタもしくは内部キャッシュ
またはメモリ６０４における命令のみを実行して、（ストレージ６０６または他の場所で
はなく）１つ以上の内部レジスタもしくは内部キャッシュまたはメモリ６０４におけるデ
ータのみを演算する。１つ以上のメモリ・バス（アドレス・バスとデータ・バスとを各々
含み得る）は、プロセッサ６０２をメモリ６０４に結合することができる。バス６１２は
、下記のように、１つ以上のメモリ・バスを含み得る。特定の実施形態では、１つ以上の
メモリ管理ユニット（ＭＭＵ）は、プロセッサ６０２とメモリ６０４との間に存在して、
プロセッサ６０２によって要求されるメモリ６０４に対するアクセスを可能とする。特定
の実施形態では、メモリ６０４は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）を含む。この
ＲＡＭは、適切な場合、揮発性メモリであってよい。適切な場合、このＲＡＭは、ダイナ
ミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）であってよい。さらに
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、適切な場合、このＲＡＭは、シングル・ポートＲＡＭの場合もあれば、マルチ・ポート
ＲＡＭの場合もある。本開示は、任意の適切なＲＡＭを企図する。メモリ６０４は、適切
な場合、１つ以上のメモリ６０４を含み得る。本開示は特定のメモリを説明および例示す
るが、本開示は、任意の適切なメモリを企図する。
【００５７】
　特定の実施形態では、ストレージ６０６は、データまたは命令のための大容量記憶装置
を含む。限定ではなく、例として、ストレージ６０６は、ハード・ディスク・ドライブ（
ＨＤＤ）、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ、フラッシュ・メモリ、光ディ
スク、光磁気ディスク、磁気テープ、またはユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）ド
ライブ、またはこれらのうちの２つ以上の組合せを含み得る。ストレージ６０６は、適切
な場合、取外し可能媒体または取外し不可能（すなわち、固定）媒体を含み得る。ストレ
ージ６０６は、適切な場合、コンピュータ・システム６００の内部の場合もあれば、外部
の場合もある。特定の実施形態では、ストレージ６０６は、不揮発性のソリッド・ステー
ト・メモリであってよい。特定の実施形態では、ストレージ６０６は、リード・オンリ・
メモリ（ＲＯＭ）を含む。適切な場合、このＲＯＭは、マスク・プログラムＲＯＭ、ＰＲ
ＯＭ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ（ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ
）、ＥＥＰＲＯＭ（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ）、ＥＡＲ
ＯＭ（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ａｌｔｅｒａｂｌｅ　ＲＯＭ）、もしくはフラッシュ
・メモリ、またはそれらのうちの２つ以上の組合せであってよい。本開示は、任意の適切
な物理的形態を取る大容量記憶装置６０６を企図する。ストレージ６０６は、適切な場合
、プロセッサ６０２とストレージ６０６との間の通信を可能とする１つ以上の記憶制御機
構を含み得る。適切な場合、ストレージ６０６は、１つ以上のストレージ６０６を含み得
る。本開示は特定のストレージを説明および例示するが、本開示は、任意の適切なストレ
ージを企図する。
【００５８】
　特定の実施形態では、Ｉ／Ｏインタフェース６０８には、コンピュータ・システム６０
０と１つ以上のＩ／Ｏデバイスとの間の通信のために１つ以上のインタフェースを提供す
るハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの両方が含まれる。コンピュータ・システ
ム６００は、適切な場合、これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つ以上を含み得る。これら
のＩ／Ｏデバイスのうちの１つ以上は、人物とコンピュータ・システム６００との間の通
信を可能にし得る。限定ではなく、例として、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパッ
ド、マイクロフォン、モニタ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピーカ、静止カメラ、ス
タイラス、タブレット、タッチ画面、トラックボール、ビデオ・カメラ、別の適切なＩ／
Ｏデバイス、またはそれらのうちの２つ以上の組合せを含み得る。Ｉ／Ｏデバイスは、１
つ以上のセンサを含み得る。本開示は、任意の適切なＩ／Ｏデバイスと、それらのＩ／Ｏ
デバイスのための任意の適切なＩ／Ｏインタフェース６０８とを企図する。適切な場合、
Ｉ／Ｏインタフェース６０８は、プロセッサ６０２がこれらのＩ／Ｏデバイスのうちの１
つ以上を駆動するのを可能にする、１つ以上のデバイス・ドライバまたはソフトウェア・
ドライバを含み得る。Ｉ／Ｏインタフェース６０８は、適切な場合、１つ以上のＩ／Ｏイ
ンタフェース６０８を含み得る。本開示は、特定のＩ／Ｏインタフェースを説明および例
示するが、本開示は、任意の適切なＩ／Ｏインタフェースを企図する。
【００５９】
　特定の実施形態では、通信インタフェース６１０には、コンピュータ・システム６００
と１つ以上の他のコンピュータ・システム６００または１つ以上のネットワークとの間の
通信（例えば、パケット方式の通信など）のための１つ以上のインタフェースを提供する
ハードウェア、ソフトウェア、あるいはそれらの両方が含まれる。限定ではなく、例とし
て、通信インタフェース６１０は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）もしくは他の有線方式
のネットワークと通信するためのネットワーク・インタフェース・コントローラ（ＮＩＣ
）またはネットワーク・アダプタ、または無線ネットワーク（Ｗｉ－Ｆｉネットワークな
ど）と通信するための無線ＮＩＣ（ＷＮＩＣ）もしくは無線アダプタを含み得る。本開示
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は、任意の適切なネットワークと、そのネットワークのための任意の適切な通信インタフ
ェース６１０とを企図する。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム６００は
、アドホック・ネットワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル
・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロ
ポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットのうちの１つ以上の
部分、またはこれらのうちの２つ以上の組合せと通信することができる。これらの１つ以
上のネットワークのうちの１つ以上の部分は、有線または無線であってよい。一例として
、コンピュータ・システム６００は、無線ＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（例えば、ＢＬＵＥＴＯＯ
ＴＨ　ＷＰＡＮなど）、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク、Ｗｉ－ＭＡＸネットワーク、セルラ電
話ネットワーク（例えば、グローバル・システム・フォー・モバイルコミュニケーション
ズ（ＧＳＭ（登録商標））ネットワークなど）、もしくは他の適切な無線ネットワーク、
またはそれらの２つ以上の組合せと通信することができる。コンピュータ・システム６０
０は、適切な場合、これらのネットワークのうちの任意のネットワークに関する任意の適
切な通信インタフェース６１０を含み得る。通信インタフェース６１０は、適切な場合、
１つ以上の通信インタフェース６１０を含み得る。本開示は特定の通信インタフェースを
説明および例示するが、本開示は、任意の適切な通信インタフェースを企図する。
【００６０】
　特定の実施形態では、バス６１２は、コンピュータ・システム６００の構成要素を互い
に結合するハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの両方を含む。限定ではなく、例
として、バス６１２は、アクセラレーテッド・グラフィックス・ポート（ＡＧＰ）バスも
しくは他のグラフィックス・バス、拡張業界標準アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロ
ント・サイド・バス（ＦＳＢ）、ハイパー・トランスポート（ＨＴ）インターコネクト、
業界標準アーキテクチャ（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド・インターコネクト、ロー・
ピン・カウント（ＬＰＣ）バス、メモリ・バス、マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（
ＭＣＡ：Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）バス、ペリフェラル
・コンポーネント・インターコネクト（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩエクスプレス（ＰＣＩｅ：
ＰＣＩ－Ｅｘｐｒｅｓｓ）バス、シリアル・アドバンスド・テクノロジー・アタッチメン
ト（ＳＡＴＡ：ｓｅｒｉａｌ　ａｄｖａｎｃｅｄ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｔｔａｃｈ
ｍｅｎｔ）バス、ビデオ・エレクトロニクス・スタンダーズ・アソシエーション・ローカ
ル（ＶＬＢ：Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ　ｌｏｃａｌ）バス、もしくは別の適切なバス、またはそれらの２つ以上の組
合せを含み得る。バス６１２は、適切な場合、１つ以上のバス６１２を含み得る。本開示
は特定のバスを説明および例示するが、本開示は、任意の適切なバスまたはインターコネ
クトを企図する。
【００６１】
　本明細書において、１つ以上のコンピュータ可読非一時的記憶媒体は、適切な場合、１
つ以上の半導体ベースの集積回路もしくは他の集積回路（ＩＣ）（例えば、フィールド・
プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）または特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）など
）、ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・ハード・ドライブ（ＨＨＤ
）、光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気ディスク、光磁気ドライブ、
フロッピー・ディスケット、フロッピー・ディスク・ドライブ（ＦＤＤ）、磁気テープ、
ソリッド・ステート・ドライブ（ＳＳＤ）、ＲＡＭドライブ、セキュア・デジタル・カー
ドもしくはセキュア・デジタル・ドライブ、任意の他の適切なコンピュータ可読非一時的
記憶媒体、またはこれらのうちの２つ以上の任意の適切な組合せを含み得る。コンピュー
タ可読非一時的記憶媒体は、適切な場合、揮発性、不揮発性、または揮発性と不揮発性と
の組合せであってよい。
【００６２】
　本明細書において、「または（“ｏｒ”）」は、強調して、別段に示されていない限り
、または文脈によって別段に示されていない限り、包括的であり、排他的ではない。した
がって、本明細書において、「ＡまたはＢ（“Ａ　ｏｒ　Ｂ”）」は、強調して、別段に
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示されていない限り、または文脈によって別段に示されていない限り、「Ａ、Ｂ、または
それら両方（“Ａ，　Ｂ，　ｏｒ　ｂｏｔｈ”）」を意味する。さらに、「および（“ａ
ｎｄ”）」は、強調して、別段に示されていない限り、または文脈によって別段に示され
ていない限り、共同と別々の両方である。したがって、本明細書において、「ＡおよびＢ
（“Ａ　ａｎｄ　Ｂ”）」は、強調して、別段に示されていない限り、または文脈によっ
て別段に示されていない限り、「共同して、または別々にＡおよびＢ（“Ａ　ａｎｄ　Ｂ
，　ｊｏｉｎｔｌｙ　ｏｒ　ｓｅｖｅｒａｌｌｙ”）」を意味する。
【００６３】
　本開示の範囲は、当業者が理解することになる、本明細書において説明されたり示され
たりした例示的な実施形態に対するすべての変更、置換、変形、改変、および修正を包含
する。本開示の範囲は本明細書において説明されたり示されたりした例示的な実施形態に
限定されない。さらに、本開示は、本明細書において、特定の構成要素、要素、機能、動
作、または工程を含むとして、それぞれの実施形態を説明し、示すが、これらの実施形態
のいずれも、当業者が理解することになる、本明細書のいずれかの場所において説明され
たり示されたりした構成要素、要素、機能、動作、または工程のうちのいずれかの任意の
組合せまたは並べ替えを含み得る。さらに、添付の特許請求の範囲において、特定の機能
を実行するように適合されている、実行するように配置されている、実行することが可能
である、実行するように構成されている、実行することが可能にされている、実行するよ
うに動作可能である、または実行するように動作する、装置もしくはシステム、または装
置もしくはシステムの構成要素の参照は、その装置、システム、または構成要素がそのよ
うに適合され、そのように配置され、それが可能であり、そのように構成され、それが可
能にされ、そのように動作可能であり、またはそのように動作する限り、それが、または
その特定の機能が作動され、スイッチが入れられ、または解錠されているかは問わず、そ
の装置、システム、構成要素を包含する。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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